
林業研究・研修センター研究課題選定・評価等実施要領 

  

第１ 趣旨 

  林業研究・研修センターの設置目的は、県内の森林・林業・木材関連産業および林務

行政に必要な科学技術に関する研究開発を行い、技術情報の集積や発信を通じて林業・

木材産業の振興や森林の保全等の持続的な社会の構築に寄与することである。 

  本要領は、熊本県林業研究・研修センター研究・技術開発実施方針（以下「実施方針」

という）に基づき、実施する研究課題の選定・評価等について必要な事項を定めるもの

である。 

 

第２ 会議の設置 

  実施方針の研究課題の選定・評価等を行うことを目的に、「林業研究・研修センター研

究課題選定・評価等会議」を設置する。 

 

第３ 会議の種類及び構成 

（１）「研究課題選定・評価等会議」は別表 1に定める者を持って構成し、森林局長が主宰

する。 

（２）専門的な評価等を行うため、下部組織として別表 3で定める「林業研究・研修セン

ター所内会議」、別表 2で定める「専門部会議」、「外部評価委員会議」を設けること

とし、林業研究・研修センター所長が主宰する。 

（３）森林所有者や関連業界の団体、学識経験者等で構成する「外部評価委員会議」の委

員の任期は 3年とし、林業研究・研修センター所長が任命する。 

 

第４ 会議の業務 

  実施方針に基づく研究課題の選定、完了した研究課題の評価等を行うこととし、森林

局長が必要と認めるときは研究進行中の課題について中間評価等を行う。会議の開催は

以下の順とする。 
（１）林業研究・研修センター所内会議 
    林業関係団体や行政機関からのニーズ調査様式1を基に、緊急性、効率性、普及性、

目標達成度等を考慮して新規課題（案）の作成や完了成果の評価等を行う。評価は、
別表4(評価基準）により行う。 

（２）専門部会議 
   行政の立場から、緊急性、効率性、普及性、目標達成度等を考慮して新規課題や完

了成果の評価等を行う。評価は、別表4（評価基準）により行う。 
（３）外部評価委員会議 
   緊急性、効率性、普及性、 目標達成度等を考慮して新規課題や完了成果の評価等に

対する意見を聴く。 
（４）研究課題選定・評価等会議 
    上記１、２の意見の報告等を受けて、研究課題の選定や成果の最終評価を行う。

評価は、別表4(評価基準）により行う。評価項目ごとの平均値の合計値に対応する
評価区分を基に、当該会議の評価区分として決定する。 

 

第５ 会議の開催時期 

新規課題着手の前年度及び研究期間が終了した次年度とする。必要に応じて開催する、

長期に及ぶ課題の中間評価会議については、中間経過年度とする（ただし、外部資金に

よるものを除く）。 

 

 



第６ 会議の定足数 

第４の（４）に定める研究課題選定・評価会議の定足数は過半数とする。 

 

第７ 研究期間の変更 

林業研究・研修センター所長は、研究期間を変更する必要が生じたときは、その理由、

変更後の期間等について会議に報告するものとする。 

 

第８ 事務 

会議の事務は、林業研究・研修センター企画研修部において処理することとし、林業

研究・研修センター所長が召集する。 

 

第９ その他 

（１）第４の各会議に提出する研究課題は、様式 2，3，4, 5 によるものとする。  

（２）所長は、研究課題の実施状況の把握等のため、様式 6により試験研究課題一覧表（ス

ケジュール表）を作成する。 

（３）この要領に定めるもののほか、必要な事項については、別に定める。 

 

付則 

  １ この要領は、平成 25 年（2013 年）4月 1日から施行する。 

  ２ 熊本県森林・林業・木材産業研究課題選定及び研究成果評価要領（平成 15 年（2003

年）4月 1日から施行、平成 23 年（2011 年）5月 9日最終改正）は廃止する。 

  ３ この要領は、平成 25 年（2013 年）7月 2日から施行する。 

  ４ この要領は、平成 27 年（2015 年）4月 1日から施行する。 

  ５ この要領は、平成 31 年（2019 年）4月 1日から施行する。 

６ この要領は、令和２年（2020 年）2月 10 日から施行する。 

７ この要領は、令和２年（2020 年）6月 16 日から施行する。 

８ この要領は、令和７年（2025 年）4月 1 日から施行する。 

 

別表 1                                                                 

森林局長、農林水産政策課長、森林整備課長、林業振興課長、森林保全課長

林業研究・研修センター所長、環境生活部自然保護課長 

 

別表 2                                                                 

農林水産政策課、団体支援課、森林整備課、林業振興課、森林保全課 

環境生活部自然保護課の技術担当課長補佐（技術担当課長補佐が配置されて

いない課にあっては技術担当者）並びに森林整備課の普及担当班長 

 

別表 3                                                                 

所長、企画研修部長、育林環境部長、林産加工部長 

 

別表 4（評価基準） 

（１）課題選定時 

評価は、緊急性、先進性、公共性、貢献度の 4つの項目を各 5点の 20 点満点で

採点し、次の区分により採択の適否を検討する。 



    なお、各項目について「3点」を合格点の目安とする。 

 

評点 ｎ＜10 10≦ｎ＜14   14≦ｎ 

評価区分 不適切 
評価内容を 

取り入れ実施 
適切 

 

       緊急性：行政部門・関係団体及び普及現場から早急な課題解決が求められており、試験

研究としても緊急に取り組まなければならない課題か。 

       先進性：将来の林業・林産業の発展をリードすると思われる先進的な技術開発か。また、

効率的な手法を取り入れているか。 

     公共性：自然環境の保全や資源の有効活用または、森林の多面的機能の持続的発揮に果

たす役割が大きいか。 

       貢献度：研究目標が達成された場合、地域林業が当面する問題解決に有効であり、成果

の普及・定着化が可能か。また、当面する行政部門の課題または現場で発生

している課題の解決に貢献するか。 

 

（２）中間評価（5年以上の研究期間のおおむね 3年目） 

中間評価は評価時点での課題の緊急性、成果確認、達成度見込みを勘案して、

今後の研究継続について適否を評価委員の採決によって決定する。3つの項目を各

5点の 15 点満点で採点し、次の区分により採択の適否を検討する。 

    なお、各項目について「3点」を合格点の目安とする。 

評点 ｎ＜12 12≦ｎ 

評価区分 要検討 適切 

緊 急 性：現時点での現場・行政での必要性 

成果の確認：現時点での研究の進捗状況 

達成見込み：当初の目標を達成する評価が上がっているか。現時点での研究の達成状

況最終年度に当初の見込みを達成できるか。 

 

（３）成果評価 

   評価は効率性、目標達成度、普及性の 3 つの項目を各 5 点の 15 点満点

で採点し、次の区分により評価する。 

各項目について「3点」を合格点の目安とする。 

 

評点 ｎ＜9 9≦ｎ＜12 12≦ｎ 

評価区分 一部達成 概ね達成 達成 

 

  効 率 性：投入した研究資源、研究計画、実施体制の妥当性 

  目標達成度：研究目標に対する達成度 

  普 及 性：（応用研究）現場への普及の可能性 

        （基礎研究）応用研究への成果の活用の可能性 

 

 

 

 

 



（様式 1）       

研究ニーズ調査票（  年度調査） 

提出機関名  

担当者氏名  

意  見      有       無  （○をお願いします） 

①研究課題に対する要望事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

②要望の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③その他 

 

 



（様式 2）    年度 研究課題選定・評価表（新規）   部・職  氏名 

課    題 

 実施期間 年度～  年度 

（大課題） 

（中課題） 

概算所要額 千円 

予算区分  

課 題 設 定 の

理 由 (背 景 ) 

 

県 計 画 等 施

策 と の 関 連  

 ニーズ調査

等との関連 

 

関連する研究の

現状・他機関の

取組状況 

 

全体計画(構想)

目的・目標 

 

年度別計画 

項       目 （具体的研究内容） 年度 年度 年度 

    

    

    

    

予 定 成 果 

 

研究成果の

普及への展

開見込み・方

法 

 

評価主体 緊急性(5) 先進性(5) 公共性(5) 貢献度(5) 合計点(20) 評価区分 摘  要 

所内会議        

専門部会議        

研究課題選定

・評価等会議 

       

指摘事項等 
 

注）評価区分：ｎ＜10 不適切  10≦ｎ＜14 評価内容を取り入れ実施  14≦ｎ 適切 



（様式 3）     研究課題評価・報告表（中間）     担当部・職 氏名 

課    題 

 実施期間 年度～  年度 

（大課題） 

（中課題） 

所要見込額 千円 

予算区分  

課 題 設 定 の

理 由 (背 景 ) 

                

県 計 画 等 施

策 と の 関 連  

 ニーズ調査

等との関連 

 

他機関の関連し

た取組状況 

 

全体計画(構想

)目的・目標 

 

年度別実績・今

後の見込み 

項       目 （具体的研究内容） 年度 年度 年度 

    

    

    

    

成果及び今

後の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果の普

及への展開方

法 

 

評価主体 緊急性(5) 成果確認(5) 達成度見込み(5) 合計点(15) 評価区分 摘  要 

所内会議       

専門部会議       

研究課題選定

・評価等会議 

      

指摘事項等 
 

注）評価区分：ｎ＜12 要検討  12≦ｎ 適切 



（様式 4）       研究課題成果評価・報告表（完了）     部・職 氏名 

課    題 

 実施期間 年度～  年度 

（大課題） 

（中課題） 

所要額 千円 

予算区分  

課 題 設 定 の

理 由 (背 景 ) 

 

県 計 画 等 施

策 と の 関 連  

 ニーズ調査

等との関連 

 

他機関の関連し

た取組状況 

 

全体計画(構想)

目的・目標 

 

年度別実績 

項       目 （具体的研究内容） 年度 年度 年度 

    

    

    

    

成  果 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の研究成果

の普及への展開

方法 

 

評価主体 効率性(5) 目標達成度(5) 普及性(5) 合計点(15) 評価区分 摘  要 

所内会議       

専門部会議       

研究課題選定

・評価等会議 

      

指摘事項等 
 

 

注）評価区分：ｎ＜9 一部達成  9≦ｎ＜12 概ね達成  12≦ｎ 達成 



（様式 5）       研究課題成果評価・報告表（期間延長）     部・職 氏名 

課    題 

 実施期間 年度～  年度 

（大課題） 

（中課題） 

所要額 千円 

予算区分  

課 題 設 定 の

理 由 (背 景 ) 

 

県 計 画 等 施

策 と の 関 連  

 ニーズ調査

等との関連 

 

他機関の関連し

た取組状況 

 

全体計画(構想)

目的・目標 

 

期間延長の理由 

 

 

年度別実績

と 

今後の計画 

項       目 （具体的研究内容） 年度 年度 年度 

    

    

    

    

これまでの 

成  果 

 

 

 

 

 

 

 

今後の研究成果

の普及への展開

方法 

 

指摘事項等 

 

 



（様式 6） 

試験研究課題一覧表（スケジュール表） 

大課題 中課題 小課題 研究課題 
開始 

期間 

年度 

        

             

  
     

    

            

          

          

            

             

           

            

           

            

           

           


